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一
歴
史
に
名
を
の
こ
す
鵜
澤
總
明

　

明
治
五
年
に
現
在
の
茂
原
市
上

太
田
に
生
ま
れ
た
鵜
澤
總
明
は
、

日
本
の
歴
史
上
に
そ
の
名
を
轟
か

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
次
の
年
譜
に
記
し
た

よ
う
に
、
衆
議
院
議
員
当
選
六
回
、

幾
度
の
明
治
大
学
総
長
、
日
比
谷

焼
打
事
件
を
初
め
と
す
る
一
万
数

千
件
の
弁
護
士
活
動
等
の
活
躍
が

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て
極
め
付
き
は
、
太
平

洋
戦
争
後
の
極
東
国
際

軍
事
裁
判
に
お
け
る
日

本
側
弁
護
団
長
を
務
め

た
こ
と
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
裁
判
の

会
場
は
、
今
で
も
市
ヶ

谷
記
念
館
の
中
に
、
大

講
堂
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

總
明
は
昭
和
三
十
年

十
月
に
明
治
大
学
総
長

在
任
中
に
他
界
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
昭
和

三
十
六
年
に
、
胸
像
が
大
学
敷
地

内
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

二
鵜
澤
總
明
と
郷
土

　

近
年
、
總
明
の
書
簡
が
、
百
七

十
点
ほ
ど
、
下
太
田
の
篠
崎
家
か

ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
崎
家
は
、
總
明
を
支
援
し
た

旧
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た
書
簡
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
は
、

〇�

明
治
二
十
二
年
、
第
一
高
等
中

学
校
入
学
後
の
一
年
間
休
学
。

〇�

明
治
三
十
年
、
惣
市
か
ら
總
明

と
改
名
。

〇�

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
四
日　

付
書
簡
に
、
変
体
仮
名
に
よ
り

「
ふ
さ
あ
き
」
と
署
名
。

〇�

明
治
三
十
二
年
、
東
京
帝
国
大　

学
を
卒
業
後
、
直
ち
に
月
給
五

十
円
で
弁
護
士
を
開
業
。

〇�

明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
六

日
、　

今
井
い
ち
と
結
婚
。

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
總
明
と
母
校
・
新
治
小

学
校
と
の
関
わ
り
は
、
大
変
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
後
、
神
童
と
称
さ
れ
た
惣

市
が
、
助
教
員
と
し
て
学
校
に
奉

職
し
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。

ま
た
、
新
治
小
の
沿
革
誌
に
は
、

明
治
三
十
六
年
の
新
校
舎
落
成
式

出
席
、
大
正
二
年
の
孔
子
像
寄
贈
、

昭
和
三
十
八
年
の
頌
徳
碑
除
幕
式

等
が
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
七
月
に
新
治
小

で
、
明
大
校
友
会
に
よ
り
献
花
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
總
明
の

平
和
や
人
権
へ
の
思
い
が
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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和暦 西暦 年齢 主な出来事
明治5 1872 0 8月2日（新暦9月4日）現茂原市上太田に誕生する。
明治19 1886 14 5月11日母校・太田小学校を卒業する。（入学時は柴名小学校）
明治20 1887 15 8月13日、父の冤罪が晴れ無罪放免となる。
明治22 1889 17 第一高等中学校に入学し、10月末の発火演習後1年間休学する。
明治27 1894 22 9月17日、第一高等学校の一部2年1組に編入する。
明治29 1896 24 同校を卒業し、東京帝国大学法科大学独法科に入学する。
明治30 1897 25 12月、惣市から總明と改名する。
明治32 1899 27 7月、同大学を卒業し、8月に弁護士を開業する。
明治33 1900 28 4月26日、今井いちと結婚する。
明治38 1905 33 日比谷焼打事件が起こり、その翌年最終弁論を担当する。
明治41 1908 36 3月、法学博士となる。5月、衆議院議員に初当選する
明治43 1910 38 大逆事件が起こり、弁護士として無罪を主張する。
明治45 1912 40 明治中学校の初代校長となる。
大正9 1920 48 1月、著書『洗塵』を出版する。
昭和2 1927 55 大東文化学院の総長になる。
昭和3 1928 56 貴族院議員に選ばれる。
昭和9 1934 62 明治大学の総長に就任する。
昭和21 1946 74 極東国際軍事裁判が始まり、日本側弁護団長を務める。
昭和30 1955 83 10月21日、他界する。
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